
件名 第２３回交通安全対策委員会

日程 令和２年３月２４日（火）～令和２年４月３日（金）【書面協議】

次第

【協議事項】

　　　(1)令和元年度取り組み実績及び令和2年度取り組み方針（案）について

　　　(2)セーフコミュニティ実態調査（案）について

意見 【協議事項】

(1)令和元年度取り組み実績及び令和2年度取り組み方針（案）について

［令和元年度取り組み実績］

委員１ 　　老人クラブ連合会への交通事故防止啓発は実施しているか。

事務局 　　老人クラブへは、高齢ドライバー向け交通安全講習の案内やセーフコミュニティ通

　信・くるめセーフティネットワークの配信等による事故防止啓発を実施しています。

委員１ 　　昨年度配布した反射材計2,800個中、高齢者への配布数は。

事務局 　　配布実績を年齢別に集計していませんが、普段のキャンペーン時に加え、高齢者学

　級や地域行事の際など、特に高齢者を中心に配布できたと認識しています。

委員１ 　　安全安心マップの全校区作成は、いつになる予定か。

委員２ 　　もっと積極的にマップ作成を進めた方がよいのでは。

事務局 　　本施策によって作成されたマップ以外にも、校区や学校で独自に作成された防災や

　防犯などに関する様々な安全マップがあります。そのような既存のマップに交通安全

　の視点を加えてもらうなど、地域の実態に応じて本施策を活用してもらいたいと考え

　ています。

委員１ 　　学童向けにセーフコミュニティ教室を実施しているが、それ以外の児童への対処は。

事務局 　　毎年、警察や交通ボランティアの皆さんと共に、市内の全小学校で交通安全教室を

　実施するほか、防犯や非行防止教育なども行っています。

委員１ 　　新中学生には自転車安全啓発チラシを配布しているが、新高校生にはしないのか。

事務局 　　駅周辺で実施する自転車安全利用キャンペーンでは、高校生をはじめ通学・通勤者

　にチラシや啓発物を配布し安全利用を呼びかけています。新高校生への啓発チラシ配

　布についても今後検討します。

［令和２年度取り組み方針］

委員１ 　　高齢者に夜間の外出や運転の自粛について啓発するべきでは。

事務局 　　高齢者を含め夜間外出する時は、反射材や明るい服の着用を呼びかけ、夜間や荒天

　時、体調がすぐれない場合は運転を控える、または家族等が自粛を促すよう呼びかけ

　てきました。今後も、高齢者本人や周囲の人に継続して周知・啓発を行っていきます。

　　

議事録



委員１ 　　自転車保険加入やヘルメット着用の促進に向け、小中学校の全児童・生徒にチラシ

　を配布するべき。

事務局 　　全児童・生徒への配布は数量的に難しいですが、学校毎に配布するなど検討したい。

　　協議事項⑴については、以上の内容を踏まえ、市セーフコミュニティ推進協議会に

　提案することとします。

(2)セーフコミュニティ実態調査（案）について

委員３ 　　実態調査の設問や選択肢の標記については、簡潔にわかりやすく表現した方がよい。

事務局 　　協議事項⑵につきましては、いただいたご意見及び他の対策委員会の協議結果等を

　踏まえ、実態調査の設問設計を行います。


